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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　履物を履いたユーザーの足裏を刺激する足裏刺激器具であって、

　湧泉に対応する湧泉領域を押圧して刺激するような凸部を有する湧泉用突起部と、

　土踏まずに対応する土踏まず領域を押圧して刺激するような凸部を有する土踏まず用突

起部と、

　踵に対応する踵領域を押圧して刺激するような凸部を有する踵用突起部と、

　を備え、

　前記湧泉用突起部、前記土踏まず用突起部及び前記踵用突起部は、前記履物を履いた足

を支える土台部に着脱可能な着脱機構を有し、

　前記湧泉用突起部の凸部は、平面視の形状が略円形であり、前記湧泉領域の全域を押圧

できるように直径が３０ｍｍ～５０ｍｍ、かつ、高さが５ｍｍ～１０ｍｍに設定され、

　前記土踏まず用突起部の凸部は、平面視の形状が略三日月形状であり、前記土踏まずを

押圧できるように長さが７０ｍｍ～８０ｍｍ、かつ、高さが１０ｍｍ～２０ｍｍに設定さ

れ、

　前記踵用突起部の凸部は、平面視の形状が略円形であり、前記踵領域の全域を押圧でき

るように、直径は３０ｍｍ～５０ｍｍ、かつ、高さが５ｍｍ～１０ｍｍに設定され、

　前記土台部は、前記履物内部に配置可能で第１の磁石部を有するインソール部であり、

　前記湧泉用突起部、前記土踏まず用突起部及び前記踵用突起部は、前記第１の磁石部に

着脱可能な第２の磁石部を有することを特徴とする足裏刺激器具。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 足 裏 刺 激 器 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 革 靴 な ど の 履 物 内 に 装 着 す る イ ン ソ ー ル な ど が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文

献 １ に は 、 履 物 内 に 装 着 さ れ る イ ン ソ ー ル で あ っ て 、 利 用 者 の 足 裏 に 装 着 さ れ る ベ ー ス を

備 え 、 こ の ベ ー ス に は 、 当 該 利 用 者 の 拇 趾 と 第 二 趾 の つ け 根 を 始 点 と し て 、 ベ ー ス の 両 側

の 斜 め 後 方 に 向 か っ て 延 び て 配 置 さ れ る 突 起 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る イ ン ソ ー ル

が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ２ ３ ６ ９ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 イ ン ソ ー ル に 足 ツ ボ を 刺 激 す る た め の 突 起 部 を 設 け て 履 物 を 履 い た 際 に 足 ツ ボ を 刺 激 す

る こ と で 血 行 促 進 さ せ る た め の 商 品 が 存 在 す る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な イ ン ソ ー ル は

あ る 程 度 の 規 定 さ れ た 足 の サ イ ズ に 応 じ て 大 ま か な に 位 置 に 突 起 部 が 取 り 付 け ら れ て い る

為 、 ツ ボ の 位 置 を 的 確 に 捉 え て 刺 激 す る こ と が 難 し い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 足 ツ ボ の 中 で も 、 湧 泉 、 土 踏 ま ず 、 踵 の ３ 点 を 同 時 に 押 圧 し て 刺 激 す る こ と が 血 行 促 進

な ど の 効 果 を 最 も 高 め る こ と が 出 来 る た め 、 湧 泉 、 土 踏 ま ず 、 踵 の 足 ツ ボ を 正 確 に 捉 え て

刺 激 を 与 え る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 湧 泉 、 土 踏 ま ず 、 踵 の 足 ツ ボ を 的 確 に 捉 え て 刺 激 を 与 え る こ と を 可 能

と す る 足 裏 刺 激 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る 足 裏 刺 激 器 具 は 、 履 物 を 履 い た ユ ー ザ ー の 足 裏 を 刺 激 す る 足 裏 刺 激 器 具 で

あ っ て 、 湧 泉 に 対 応 す る 湧 泉 領 域 を 押 圧 し て 刺 激 す る よ う な 凸 部 を 有 す る 湧 泉 用 突 起 部 と

、 土 踏 ま ず に 対 応 す る 土 踏 ま ず 領 域 を 押 圧 し て 刺 激 す る よ う な 凸 部 を 有 す る 土 踏 ま ず 用 突

起 部 と 、 踵 に 対 応 す る 踵 領 域 を 押 圧 し て 刺 激 す る よ う な 凸 部 を 有 す る 踵 用 突 起 部 と 、 を 備

え 、 前 記 湧 泉 用 突 起 部 、 前 記 土 踏 ま ず 用 突 起 部 及 び 前 記 踵 用 突 起 部 は 、 前 記 履 物 を 履 い た

足 を 支 え る 土 台 部 に 着 脱 可 能 な 着 脱 機 構 を 有 し 、 前 記 湧 泉 用 突 起 部 の 凸 部 は 、 平 面 視 の 形

状 が 略 円 形 で あ り 、 前 記 湧 泉 領 域 の 全 域 を 押 圧 で き る よ う に 直 径 が ３ ０ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ 、

か つ 、 高 さ が ５ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 前 記 土 踏 ま ず 用 突 起 部 の 凸 部 は 、 平 面 視 の 形

状 が 略 三 日 月 形 状 で あ り 、 前 記 土 踏 ま ず を 押 圧 で き る よ う に 長 さ が ７ ０ ｍ ｍ ～ ８ ０ ｍ ｍ 、

か つ 、 高 さ が １ ０ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 前 記 踵 用 突 起 部 の 凸 部 は 、 平 面 視 の 形 状 が

略 円 形 で あ り 、 前 記 踵 領 域 の 全 域 を 押 圧 で き る よ う に 、 直 径 は ３ ０ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ 、 か つ

、 高 さ が ５ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 前 記 土 台 部 は 、 前 記 履 物 内 部 に 配 置 可 能 で 第 １ の

磁 石 部 を 有 す る イ ン ソ ー ル 部 で あ り 、 前 記 湧 泉 用 突 起 部 、 前 記 土 踏 ま ず 用 突 起 部 及 び 前 記

踵 用 突 起 部 は 、 前 記 第 １ の 磁 石 部 に 着 脱 可 能 な 第 ２ の 磁 石 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 湧 泉 用 突 起 部 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部 及 び 踵 用 突 起 部 を 土 台 部 上 で 自 由 に

移 動 さ せ る 装 着 位 置 を 変 え る こ と が 可 能 で あ る た め 、 湧 泉 、 土 踏 ま ず 、 踵 の 足 ツ ボ を 的 確

に 捉 え て 刺 激 を 与 え る こ と が 出 来 る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に お い て 、 足 裏 刺 激 器 具 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に お い て 、 足 裏 の ツ ボ を 示 し た 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 以

下 で は 、 全 て の 図 面 に お い て 同 様 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る

。 ま た 、 本 文 中 の 説 明 に お い て は 、 必 要 に 応 じ そ れ 以 前 に 述 べ た 符 号 を 用 い る も の と す る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 １ は 、 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は 、 足 １ の 足 裏 の ツ ボ を 示 し た 図 で あ

る 。 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ は 、 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ と 、 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ と 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部

２ ２ と 、 踵 用 突 起 部 ２ ４ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 足 １ は 心 臓 か ら 一 番 遠 い 部 位 に な る た め 、 心 臓 の 働 き だ け で は 血 液 が し っ か り 心 臓 に 戻

ら な い 。 こ の た め 、 足 １ は 心 臓 か ら 送 り 出 さ れ て 足 の 先 ま で 流 さ れ た 血 液 を 心 臓 ま で 戻 す

為 に ポ ン プ の よ う な 役 目 を 担 っ て お り 、 第 ２ の 心 臓 と 呼 ば れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 足 １ を 使 っ て 歩 く と 、 筋 肉 が 収 縮 と 拡 張 を 繰 り 返 し 、 こ れ に よ っ て ポ ン プ の よ う な 役 目

を 果 た し て 血 液 は 心 臓 に 戻 る 。 足 １ に は 全 身 に 通 じ る ツ ボ が 人 体 の 地 図 の よ う に 存 在 し て

い る 。 足 １ の 裏 に は 約 ６ ０ 箇 所 の ツ ボ が 存 在 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ に は 、 こ の 約 ６ ０ 箇 所 の う ち 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 関 連 性 の あ る ツ ボ を 示 し て い る

。 湧 泉 と 呼 ば れ る ツ ボ で あ る 湧 泉 領 域 ２ を 押 す と 全 身 の 血 行 が 刺 激 さ れ 、 特 に 下 半 身 の 血

行 が 良 く な る 。 よ り 具 体 的 に は 、 湧 泉 領 域 ２ を 刺 激 す る こ と で 、 高 血 圧 、 冷 え 、 の ぼ せ 、

む く み 、 不 眠 、 生 理 痛 、 腎 臓 疾 患 な ど に 良 い と さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 土 踏 ま ず の 周 辺 に は 、 心 臓 に 対 応 す る ツ ボ で あ る 心 臓 領 域 ４ 、 胃 に 対 応 す る ツ ボ で あ る

胃 領 域 ５ 、 膵 臓 に 対 応 す る ツ ボ で あ る 膵 臓 領 域 ６ 、 十 二 指 腸 に 対 応 す る ツ ボ で あ る 十 二 指

腸 領 域 ７ 、 横 行 結 腸 に 対 応 す る ツ ボ で あ る 横 行 結 腸 領 域 ８ 、 膀 胱 に 対 応 す る ツ ボ で あ る 膀

胱 領 域 ９ な ど の ツ ボ が 存 在 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 踵 に 存 在 す る 踵 領 域 ３ に は 、 生 殖 器 な ど に 対 応 し た ツ ボ が 存 在 し て い る 。 湧 泉 領 域 ２ と

、 土 踏 ま ず と 、 踵 領 域 ３ と を 同 時 に 押 圧 し て 刺 激 す る こ と で よ り い っ そ う 血 行 が 促 進 の 改

善 さ れ る こ と が 分 か っ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ は 、 足 １ の 形 に 添 っ た 平 板 部 材 で あ り 、 左 足 用 の イ ン ソ ー ル と 右 足 用

の イ ン ソ ー ル と を 備 え て い る 。 図 １ で は 、 右 足 用 の イ ン ソ ー ル 部 １ ２ を 示 し て い る が 、 も

ち ろ ん 、 左 右 対 称 関 係 に あ る 左 足 用 の イ ン ソ ー ル 部 １ ２ も 存 在 す る が 、 こ こ で は 分 か り や

す く す る た め 右 足 用 の み を 表 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に ２ 枚 の 平 板 が 積 層 さ れ た 状 態 で 形 成 さ れ る

。 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 第 １ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 を 有 す る 第 １ 平 板 部 １ ２

ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 し 圧 縮 ウ レ タ ン で 構 成 さ れ る 第 ２ 平 板 部 １ ２ ｂ と を 備 え て い る 。 第 １

の 面 フ ァ ス ナ ー 部 は 、 ル ー プ 状 に 起 毛 さ れ た 面 を 有 す る 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 こ こ で は 、 第 ２ 平 板 部 １ ２ ｂ は 圧 縮 ウ レ タ ン で あ る と し て 説 明 し た が 、 適 度 な 弾

力 性 を 有 す る 部 材 で あ れ ば よ い 。 第 １ 平 板 部 １ ２ ａ の 厚 み は 、 ５ ｍ ｍ で あ り 、 第 ２ 平 板 部

１ ２ ｂ の 厚 み は 、 ５ ｍ ｍ で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】

　 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ は 、 軟 質 性 を 有 す る 軟 質 性 湧 泉 用 突 起 部 １ ４ と 、 硬 質 性 を 有 す る 硬 質

性 湧 泉 用 突 起 部 １ ５ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 軟 質 性 湧 泉 用 突 起 部 １ ４ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 凸 部 １ ４ ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 す る 平 板 部

１ ４ ｂ と を 備 え て い る 。 凸 部 １ ４ ａ は 、 平 面 視 の 形 状 が 略 円 形 で あ り 、 湧 泉 領 域 ２ の 全 域

を 押 圧 で き る よ う に 直 径 は ３ ０ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 凸 部 １ ４ ａ は

、 ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 用 い て 構 成 す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 凸 部 １ ４ ａ は 、 側 面 視 の 形 状 が ド ー ム 型 で あ り 、 高 さ （ 厚 み ） は ５ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ に 設

定 す る こ と が 好 ま し い 。 平 板 部 １ ４ ｂ は 、 裏 面 に 第 ２ の 面 フ ァ フ ナ ー 部 を 有 し て お り 、 厚

み は ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 第 ２ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 は 、 フ ッ ク 状 に 起 毛 さ れ た 面 を 有 す

る 部 材 で あ り 、 ル ー プ 状 の 第 １ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 に 押 し 当 て る こ と で 結 合 す る こ と が 出 来

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 硬 質 性 湧 泉 用 突 起 部 １ ５ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 凸 部 １ ５ ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 す る 平 板 部

１ ５ ｂ と を 備 え て い る 。 凸 部 １ ５ ａ は 、 大 き さ や 形 状 が 凸 部 １ ４ ａ と 同 じ で あ る が 、 材 質

は ゴ ム を 用 い て い る 点 で 異 な る 。 平 板 部 １ ５ ｂ は 、 平 板 部 １ ４ ｂ と 大 き さ 、 形 状 及 び 材 質

が 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 土 踏 ま ず 用 突 起 部 ２ ２ は 、 軟 質 性 を 有 す る 軟 質 性 土 踏 ま ず 用 突 起 部 １ ６ と 、 硬 質 性 を 有

す る 硬 質 性 土 踏 ま ず 用 突 起 部 １ ７ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 軟 質 性 土 踏 ま ず 用 突 起 部 １ ６ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 凸 部 １ ６ ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 す る 平

板 部 １ ６ ｂ と を 備 え て い る 。 凸 部 １ ６ ａ は 、 平 面 視 の 形 状 が 略 三 日 月 形 状 で あ り 、 土 踏 ま

ず を 押 圧 で き る よ う に 長 さ は ７ ０ ｍ ｍ ～ ８ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と が 好 ま し く 、 最 も 広 い 幅

で あ る 部 位 は ２ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 凸 部 １ ６ ａ は 、 側 面 視 の 形 状 が 略 ド ー ム 型 で あ り 、 土 踏 ま ず の 凹 み を 考 慮 し て 、 高 さ （

厚 み ） は １ ０ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 凸 部 １ ６ ａ は 、 ウ レ タ ン フ ォ ー

ム を 用 い て 構 成 す る こ と が 出 来 る 。 平 板 部 １ ６ ｂ は 、 裏 面 に 第 ２ の 面 フ ァ フ ナ ー 部 を 有 し

て お り 、 厚 み は ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 硬 質 性 土 踏 ま ず 用 突 起 部 １ ７ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 凸 部 １ ７ ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 す る 平

板 部 １ ７ ｂ と を 備 え て い る 。 凸 部 １ ７ ａ は 、 大 き さ や 形 状 が 凸 部 １ ６ ａ と 同 じ で あ る が 、

材 質 は ゴ ム を 用 い て い る 点 で 異 な る 。 平 板 部 １ ７ ｂ は 、 平 板 部 １ ６ ｂ と 大 き さ 、 形 状 及 び

材 質 が 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 踵 用 突 起 部 ２ ４ は 、 軟 質 性 を 有 す る 軟 質 性 踵 用 突 起 部 １ ８ と 、 硬 質 性 を 有 す る 硬 質 性 踵

用 突 起 部 １ ９ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 軟 質 性 踵 用 突 起 部 １ ８ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 凸 部 １ ８ ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 す る 平 板 部 １

８ ｂ と を 備 え て い る 。 凸 部 １ ８ ａ は 、 平 面 視 の 形 状 が 略 円 形 で あ り 、 踵 領 域 ３ の 全 域 を 押

圧 で き る よ う に 、 直 径 は ３ ０ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 凸 部 １ ８ ａ は 、

ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 用 い て 構 成 す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 凸 部 １ ８ ａ は 、 側 面 視 の 形 状 が ド ー ム 型 で あ り 、 高 さ （ 厚 み ） は ５ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ に 設

定 す る こ と が 好 ま し い 。 平 板 部 １ ８ ｂ は 、 裏 面 に 第 ２ の 面 フ ァ フ ナ ー 部 を 有 し て お り 、 厚

み は ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 硬 質 性 踵 用 突 起 部 １ ９ は 、 表 面 側 に 位 置 す る 凸 部 １ ９ ａ と 、 裏 面 側 に 位 置 す る 平 板 部 １

９ ｂ と を 備 え て い る 。 凸 部 １ ９ ａ は 、 大 き さ や 形 状 が 凸 部 １ ８ ａ と 同 じ で あ る が 、 材 質 は

ゴ ム を 用 い て い る 点 で 異 な る 。 平 板 部 １ ９ ｂ は 、 平 板 部 １ ８ ｂ と 大 き さ 、 形 状 及 び 材 質 が

同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 続 い て 、 上 記 構 成 の 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ユ ー ザ ー が 革 靴 な ど の

内 部 に 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ を 装 着 す る 。 こ の と き 、 左 足 用 の 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ に つ い て は 左

足 の 革 靴 に 装 着 し 、 右 足 用 の 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ に つ い て は 右 足 の 革 靴 に 装 着 す る こ と が 好

適 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ユ ー ザ ー が 革 靴 を 履 く 際 に 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部 ２ ２ 及 び 踵 用 突 起 部 ２

４ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 湧 泉 領 域 ２ と 、 胃 領 域 ５ 、 膵 臓 領 域 ６ を 含 む 土 踏 ま ず と 、 踵 領 域 ３

と の ３ 点 を 同 時 に 押 圧 し て 刺 激 す る こ と が 血 行 促 進 な ど の 効 果 を 最 も 高 め る こ と が 出 来 る

。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ に よ れ ば 、 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ 上 を 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ 、 土 踏 ま ず

用 突 起 部 ２ ２ 及 び 踵 用 突 起 部 ２ ４ が 自 由 に 移 動 さ せ て 装 着 す る こ と が 出 来 る た め 、 湧 泉 領

域 ２ と 、 胃 領 域 ５ 、 膵 臓 領 域 ６ を 含 む 土 踏 ま ず と 、 踵 領 域 ３ が う ま く 押 圧 で き な い 場 合 に

は 、 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部 ２ ２ 及 び 踵 用 突 起 部 ２ ４ を 取 り 外 し て 、 適 宜 位

置 を 変 更 し て 再 度 取 り 付 け る こ と が で き る た め 、 的 確 な 位 置 に 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 さ ら に 、 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部 ２ ２ 及 び 踵 用 突 起 部 ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、

硬 質 用 と 軟 質 用 の ２ 種 類 が 存 在 す る た め 、 硬 さ や 柔 ら か さ に つ い て 色 ん な 組 み 合 わ せ で 使

用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 最 初 に 軟 質 用 の も の を 取 り 付 け て 、 慣 れ て か ら 硬 質 用 の も

の に つ け か え る こ と も 出 来 る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 上 記 で は 、 第 １ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 と 第 ２ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 と を 結 合 さ せ る も の と

し て 説 明 し た が 、 も ち ろ ん 、 そ の 他 の 手 段 で 結 合 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 編 み 物 で 起 毛 し

た 布 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 歯 ブ ラ シ の 先 端 形 状 に つ い て 金 属 を 用 い て 構 成 し た よ う な

ブ ラ シ で 布 （ 織 物 、 編 み 物 ） の 表 面 を 数 回 掻 く こ と で 繊 維 が 起 き 上 が り 、 ル ー プ 状 に す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 第 １ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 と 第 ２ の 面 フ ァ ス ナ ー 部 の 代 わ り に 磁 力 を 用 い て 着 脱 さ せ

て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 上 述 し た 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ で は 、 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ を 用 い て い る も の と し て 説 明 し た が

、 例 え ば 、 使 い 捨 て ス リ ッ パ と し て 用 い ら れ る 不 織 布 で 構 成 さ れ た ス リ ッ パ な ど の 場 合 は

、 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部 ２ ２ 及 び 踵 用 突 起 部 ２ ４ を 直 接 結 合 さ せ る こ と も

で き る た め 、 こ の 場 合 、 イ ン ソ ー ル 部 １ ２ は 不 要 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 足 裏 刺 激 器 具 １ ０ は 、 人 間 工 学 設 計 及 び ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 採 用 し た

商 品 で あ り 、 自 由 自 在 に 湧 泉 用 突 起 部 ２ ０ 、 土 踏 ま ず 用 突 起 部 ２ ２ 及 び 踵 用 突 起 部 ２ ４ を

設 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 フ リ ー サ イ ズ な の で 老 若 男 女 （ 小 学 高 学 年 ま で を 含 む ） に

使 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 遠 赤 外 線 加 工 や 光 触 媒 加 工 も な さ れ て お り 、 足 裏 も ク リ ー ン に で

き る と い う 効 果 が あ る 。 ま た 、 速 乾 性 、 吸 汗 性 、 防 汚 加 工 も な さ れ て い る こ と が 好 ま し い

。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 １ 　 足 、 ２ 　 湧 泉 領 域 、 ３ 　 踵 領 域 、 ４ 　 心 臓 領 域 、 ５ 　 胃 領 域 、 ６ 　 膵 臓 領 域 、 ７ 　
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十 二 指 腸 領 域 、 ８ 　 横 行 結 腸 領 域 、 ９ 　 膀 胱 領 域 、 １ ０ 　 足 裏 刺 激 器 具 、 １ ２ 　 イ ン ソ ー

ル 部 、 １ ２ ａ 　 平 板 部 、 １ ２ ｂ 　 平 板 部 、 １ ４ 　 軟 質 性 湧 泉 用 突 起 部 、 １ ４ ａ 　 凸 部 、 １

４ ｂ 　 平 板 部 、 １ ５ 　 硬 質 性 湧 泉 用 突 起 部 、 １ ５ ａ 　 凸 部 、 １ ５ ｂ 　 平 板 部 、 １ ６ 　 　 　

軟 質 性 土 踏 ま ず 用 突 起 部 、 １ ６ ａ 　 凸 部 、 １ ６ ｂ 　 平 板 部 、 １ ７ 　 硬 質 性 土 踏 ま ず 用 突 起

部 、 １ ７ ａ 　 凸 部 、 １ ７ ｂ 　 平 板 部 、 １ ８ 　 軟 質 性 踵 用 突 起 部 、 １ ８ ａ 　 凸 部 、 １ ８ ｂ 　

平 板 部 、 １ ９ 　 硬 質 性 踵 用 突 起 部 、 １ ９ ａ 　 凸 部 、 １ ９ ｂ 　 平 板 部 、 ２ ０ 　 湧 泉 用 突 起 部

、 ２ ２ 　 土 踏 ま ず 用 突 起 部 、 ２ ４ 　 踵 用 突 起 部 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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